
令和７年度 全学 FD・SD研修会 

「研究力向上を目指して～オープンサイエンスへの対応と研修成果の還流～」 

 

 

日  時：令和 8年 2月 18日（水） 9：30～12：00 

形  態：Zoomオンライン（録画は後日配信） 

主  催：研究担当理事、図書課、経営企画課 

ねら い：本研修会は、研究データ管理およびオープンアクセスに関する最新規程とインフラ

（GakuNin RDM）の周知を図り、本学の研究基盤を強化することを目的とする。あわせ

て、教員による研修報告を通じて学術知見を共有・深化させることで、研究活動のさらな

る活性化と研究の公正性向上を目指す。 

対象者： 山梨県立大学教職員全員（研究に携わる者）、山梨県立大学大学院生 

 

研修内容 

司会・進行：渡邊裕子 理事  

タイムスケジュール 内 容  

9:30～9:33 

（3分） 
開会（本研修のねらい） 

理事（研究担当） 

渡邊裕子 

9:33～10:26 

（53分） 

「研究環境の整備に関する規程の制定について」 

・研究データ管理・公開ポリシー等の制定について 

・GakuNin RDMについて 

・オープンアクセス方針の制定について 

（質疑応答含む） 

経営企画課・図書課 

10:26～10:29 

（3分） 
休憩  

10:29～10:59 

（30分） 

研修報告① 

「中国の地方政府における SDGsの取組の現状と展望 

 ―『北京都市総合計画（2016～2035）』を中心に」 

国際政策学部  

国際ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ学科 

教授 張 兵 

10:59～11:29 

（30分） 

研修報告② 

「2024年度研修及び研究成果報告」 

国際政策学部 

国際ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ学科 

准教授 名和 敏光 

11:29～11:59 

（30分） 

研修報告③ 

「乳幼児を育てる母親の余裕」 

看護学部 看護学科 

准教授 萩原 結花 

11:59～12:00 

（1分） 
閉会 

理事（研究担当） 

渡邊裕子 

 

研究に携わる方は全員受講をしてください。研修中および録画動画内で出席確認をします。 


